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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は
「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています
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　３月８日、第１回鶴居村議会定例会が開かれ、大石村長が令和４年度の村政
執行方針、村上教育長が教育行政執行方針を述べました。
　それぞれの執行方針について概要をお知らせいたします。
　全文につきましては、村ホームページに掲載してありますのでご覧ください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
発
生

し
て
以
来
、
す
で
に
２
年
余
が
経
過
し
、
未
だ
そ

の
脅
威
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
コ
ロ
ナ

対
策
に
終
始
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

訪
日
外
国
人
の
減
少
や
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
る
飲
食
店
の
利
用
制
限

な
ど
に
よ
り
、
宿
泊
や
飲
食
業
を
は
じ
め
村
内
事

業
者
の
経
営
は
圧
迫
さ
れ
、
さ
ら
に
学
校
給
食
の

休
止
や
外
食
需
要
の
低
迷
に
よ
る
生
乳
余
剰
に
よ

り
、
順
調
に
増
産
を
続
け
て
き
た
酪
農
情
勢
が
厳

し
い
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
２
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
人
口
の
結
果
は
、
国
民
総
人
口
の
減
少
と
と

も
に
、
道
内
の
人
口
も
お
よ
そ
16
万
人
の
大
幅
な

減
少
と
な
る
中
、
本
村
は
２
５
５
８
人
と
前
回
調

査
か
ら
24
人
の
増
加
へ
と
転
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
先
人
・
先
達
の
方
々
や
今
を
生

き
る
村
民
の
弛
ま
ぬ
努
力
や
長
い
道
の
り
を
経

て
、
築
き
上
げ
て
き
た
酪
農
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
の
発
展
、
そ
し
て
強
い
志
の
も
と
で
育
ん
で
き

た
「
美
し
い
村
づ
く
り
」
の
意
識
が
生
ん
だ
尊
い

結
果
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
鶴
居
村
が
持
つ
個
性
や
強
み
に
さ
ら
に

誰
も
が
住
み
や
す
く
・
持
続
可
能
な

地
域
を
創
造

〜
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の
新
た
な
挑
戦
〜

鶴居村長　大石　正行

磨
き
を
か
け
、
誰
も
が
住
み
や
す
く
、
そ
し
て
持
続

可
能
な
地
域
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
の
新
た
な
挑
戦
と
考
え
て
お

り
、
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
も
っ
て
、
令
和
４
年
度
の

行
政
運
営
や
村
づ
く
り
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
安
心
の
暮
ら
し
を
確
保
」

「
引
き
継
が
れ
た
鶴
居
村
の
基
盤
、
価
値
を
守
る
」

「
時
代
の
潮
流
を
捉
え
た
取
組
の
推
進
」

　

こ
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
、
主
要
と
な
る

施
策
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、 

つ
る
い
未
来
創
造

プ
ラ
ン
（
第
５
次
鶴
居
村
総
合
計
画
）
基
本
構
想
の

６
つ
の
体
系
に
沿
っ
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る

む
ら
づ
く
り

【
農
業
振
興
に
つ
い
て
】

●
自
給
飼
料
の
確
保
に
向
け
た
草
地
改
良
促
進
事
業

に
よ
る
支
援
に
努
め
、
新
た
に
草
地
更
新
時
の
電
牧

設
置
や
鳥
獣
被
害
対
策
等
に
対
す
る
支
援
の
実
施

●
安
全
安
心
で
良
質
な
生
乳
の
生
産
向
上
を
図
る
た

め
、
乳
質
改
善
奨
励
事
業
の
推
進

●
猟
友
会
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕

獲
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
獣
駆
除
対
策
の
実
施

●
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
や
乳
牛
検
定
組
合
な
ど

の
運
営
支
援
の
実
施

●
災
害
発
生
時
の
給
水
対
応
の
た
め
、
貯
水
タ
ン
ク

の
設
置
支
援
を
釧
路
丹
頂
農
協
と
連
携
し
推
進
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●
地
域
集
落
主
体
の
実
行
計
画
に
基
づ
き
、

条
件
不
利
な
農
地
特
性
を
改
善
さ
せ
な
が
ら
、

多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
農
業
生
産
活
動

な
ど
を
支
援

●
酪
楽
館
な
ど
の
施
設
機
能
を
十
分
に
生
か

し
、
製
造
量
や
販
路
を
拡
大

【
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
森
林
整
備
計
画
等
に
基
づ
く
、
植
林
や
間

伐
・
下
刈
り
な
ど
の
施
業
を
推
進

●
森
林
環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
、
民
有
林

の
森
林
施
業
を
支
援

●
林
業
専
用
道
の
整
備
に
取
り
組
み
、
奥
支

雪
裡
上
線
の
路
網
整
備
を
計
画

●
村
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
電
気
設
備
の
老

朽
更
新
や
開
設
期
間
を
延
長
し
利
用
を
促
進

【
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
商
工
業
者
等
へ
の
緊
急
融
資
や
経
営
支
援

に
努
め
、
商
工
会
の
活
動
運
営
を
は
じ
め
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
や
基
金
増
資
へ

の
支
援

●
事
業
者
の
経
営
強
化
や
新
規
創
業
に
よ
る

雇
用
の
創
出
な
ど
の
取
り
組
み
、
起
業
化
等

の
支
援
の
推
進

【
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
】

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
観
光
需
要

の
掘
り
起
こ
し
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た

情
報
発
信
の
充
実
に
努
め
、
今
後
の
観
光
需

要
の
回
復
期
に
備
え
た
取
り
組
み
を
推
進

●
鶴
居
た
ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ
の
特
産
品
等
の

販
売
を
促
進
し
、
鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
や
鶴

居
運
動
広
場
な
ど
の
計
画
的
な
施
設
充
実
に

努
め
る
ほ
か
、
鶴
居
産
ぶ
ど
う
に
よ
る
ワ
イ

ン
醸
造
に
取
り
組
み
、
今
後
の
展
望
の
検
討

と
も
に
支
え
合
い
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

【
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
関
す

る
情
報
の
提
供
や
関
連
資
材
の
確
保
の
実
施

●
各
種
検
診
や
脳
ド
ッ
ク
検
査
な
ど
、
生
活

習
慣
や
栄
養
・
食
生
活
の
改
善
な
ど
に
向
け

た
支
援
の
実
施

【
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
鶴
居
診
療
所
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
医
療
法
人
資
生
会
に
委
ね
、
つ

る
い
養
生
邑
病
院
と
の
連
携
や
歯
科
診
療
所

を
支
援

●
国
民
健
康
保
険
税
の
平
準
化
に
向
け
、
被

保
険
者
に
対
す
る
保
険
税
の
公
平
な
負
担
な

ど
に
配
慮
し
、
段
階
的
な
税
率
等
を
改
正

【
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
出
産
か
ら
保
育
、
医
療
に
至
る
一
体
的
な

支
援
と
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
に
対
す
る
医

療
費
の
無
料
化
や
出
産
祝
金
、
就
学
祝
金
を

贈
呈
す
る
ほ
か
、
産
前
・
産
後
ケ
ア
や
健
診
、

新
生
児
の
聴
覚
検
査
等
を
支
援
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
充
実

●
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
し
、

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
給
食
費
用

の
完
全
無
償
化
を
実
施

●
園
児
送
迎
用
バ
ス
１
台
の
更
新

【
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
る
多
様
な
村

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
各
種
団
体
等
と
連
携
し
村
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
利
用
の
促
進

●
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
啓
発
や

関
係
団
体
の
育
成
、
要
保
護
世
帯
の
早
期
把

握
と
支
援
の
実
施

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
し
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

お
け
る
定
期
サ
ロ
ン
開
催
の
支
援

【
介
護
保
険
・
障
が
い
者
福
祉
の

　

充
実
な
ど
に
つ
い
て
】

●
第
８
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
く
、
事
業
の
推
進
や
適

正
な
保
険
給
付
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実

●
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
施
設
「
ほ
の
ぼ
の

セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
や
認
知
症
対
策
、
成
年
後

見
制
度
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

●
事
業
者
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
障

が
い
児
な
ど
へ
の
専
門
的
療
育
の
機
会
確
保

や
発
達
支
援
を
充
実

安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
む
ら
づ
く
り

【
住
生
活
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
】

●
鶴
居
Ｂ
団
地
公
営
住
宅
の
外
部
改
修
工
事
、

幌
呂
団
地
公
営
住
宅
の
外
装
補
修
工
事
等
に

よ
り
、
住
宅
の
長
寿
命
化
を
実
施

●
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
支
援
補
助
事
業
、

地
域
住
宅
振
興
対
策
支
援
補
助
事
業
に
よ
る

新
た
な
集
合
住
宅
の
建
設
に
係
る
支
援
の
実

施●
村
内
に
点
在
す
る
空
き
家
対
策
の
指
針
と

す
る
「
空
き
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定

●
下
幌
呂
希
の
杜
団
地
等
の
販
売
を
促
進
し
、
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輝
く
住
ま
居
る
支
援
事
業
に
よ
る
持
ち
家
の

推
進
や
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
促
進
、
空
き

家
バ
ン
ク
モ
デ
ル
助
成
事
業
な
ど
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進

●
住
宅
地
が
不
足
す
る
鶴
居
市
街
地
に
、
新

た
な
宅
地
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
検

討【
道
路
網
の
整
備
、
交
通
機
関
の

　

確
保
に
つ
い
て
】

●
村
道
５
路
線
の
舗
装
補
修
工
事
の
実
施
、

新
総
合
体
育
館
建
設
に
伴
う
道
路
の
新
設
や

中
雪
裡
下
久
著
呂
線
の
線
形
改
良
工
事
を
実

施●
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
き
、
村
道
中
雪

裡
下
雪
裡
線
本
流
橋
の
補
修
工
事
や
橋
梁
点

検
を
実
施

●
道
路
沿
線
の
雑
草
や
支
障
木
の
除
去
な
ど
、

景
観
に
配
慮
し
た
道
路
環
境
の
向
上

●
村
民
の
暮
ら
し
や
産
業
活
動
を
支
え
る
た

め
、
国
や
北
海
道
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
冬

季
間
の
除
雪
に
よ
る
安
全
な
村
道
の
通
行
確

保
の
実
施

●
国
道
や
道
道
の
路
面
補
修
な
ど
の
道
路
管

理
や
道
河
川
の
護
岸
改
修
、
堆
積
土
砂
の
撤

去
な
ど
を
関
係
機
関
に
強
く
要
請

●
民
間
バ
ス
に
よ
る
釧
路
・
鶴
居
線
な
ど
の

路
線
維
持
に
努
め
、
釧
路
市
内
へ
の
高
校
通

学
バ
ス
の
運
行
維
持
の
推
進

●
幌
呂
地
域
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
者
視
点

に
立
っ
た
運
行
の
実
施

【
防
災
及
び
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
】

●
災
害
用
備
蓄
品
の
計
画
的
な
購
入
や
地
域

防
災
体
制
の
検
証
と
見
直
し
の
実
施

●
災
害
発
生
時
な
ど
に
安
全
な
飲
料
水
を
供

給
す
る
た
め
、
村
内
３
箇
所
の
避
難
所
に
応

急
給
水
タ
ン
ク
を
設
置

●
防
災
訓
練
の
実
施
や
体
制
の
整
備
に
取
り

組
み
、
避
難
所
と
な
る
役
場
庁
舎
を
有
効
活

用
す
る
た
め
の
整
備
を
実
施

●
消
防
団
員
の
確
保
や
鶴
居
消
防
署
体
制
の

充
実
に
努
め
、
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
に

お
け
る
１
１
９
番
通
報
の
共
同
運
用
化
や
出

動
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
無

線
設
備
の
統
合
に
向
け
た
整
備
の
実
施

●
消
防
水
利
未
整
備
地
区
の
解
消
の
た
め
、

支
幌
呂
地
区
に
耐
震
型
貯
水
槽
を
新
設

●
第
３
分
団
に
配
備
す
る
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
更
新

●
釧
路
警
察
署
や
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議

会
等
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
交
通
安
全

運
動
の
推
進

【
情
報
通
信
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
】

●
新
築
家
屋
等
に
接
続
す
る
光
ケ
ー
ブ
ル
の

敷
設
や
移
動
通
信
環
境
の
向
上
な
ど
、
今
後

も
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
の
充
実

●
災
害
時
や
外
出
時
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
情
報
配
信
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
端
末
告
知
放
送
の

利
用
拡
大

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

美
し
い
む
ら
づ
く
り

【
自
然
環
境
の
保
全
と
景
観
形
成
に

　

つ
い
て
】

●
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
自
然
環
境
と
共
生
し

地
域
資
源
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
の
促
進

●
国
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
地
の
分
散
化

に
向
け
た
協
議
が
進
む
中
、
今
後
も
村
民
総

意
の
も
と
で
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
居
モ
デ
ル
」

の
実
現
に
向
け
た
活
動
計
画
を
検
討

●
市
街
地
を
含
め
た
地
域
全
体
の
特
性
を
生

か
し
た
景
観
づ
く
り
に
向
け
、
村
民
と
の
協

働
に
よ
っ
て
景
観
条
例
や
計
画
を
策
定

●
太
陽
光
発
電
事
業
の
利
用
促
進
に
対
す
る

自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
等
と
の
共
生
や
調

和
の
実
施

●
地
域
や
団
体
等
に
よ
る
環
境
保
全
や
美
化

活
動
の
醸
成
の
た
め
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
や
加
盟
村
と
の
連
携
を
深
め
、

「（
仮
称
）
美
し
い
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

の
設
立
に
向
け
た
組
織
づ
く
り
の
実
施
。

【
上
水
道
・
生
活
排
水
処
理
の

　

対
応
に
つ
い
て
】

●
安
心
安
全
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
、
幌

呂
地
区
に
お
け
る
水
量
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
、
新
た
な
水
源
調
査
を
実
施

●
施
設
の
適
切
な
管
理
と
安
定
し
た
排
水
機

能
の
維
持
に
努
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ

る
水
洗
化
機
能
の
確
保
に
向
け
た
設
置
支
援

の
実
施

●
両
事
業
の
特
別
会
計
に
お
い
て
、
法
令
に

基
づ
く
公
営
企
業
会
計
へ
の
円
滑
な
移
行
に

向
け
、
固
定
資
産
の
適
正
な
管
理
や
事
務
体

系
の
確
立

●
今
後
の
健
全
な
事
業
経
営
や
適
正
な
受
益

者
負
担
の
在
り
方
な
ど
、
経
営
改
善
や
強
化

に
向
け
た
協
議
を
推
進

●
村
民
啓
発
に
よ
る
排
出
抑
制
や
減
量
化
、

再
資
源
化
に
ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
の
実
施

●
し
尿
処
理
世
帯
の
減
少
に
伴
う
今
後
の
収

集
体
制
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

豊
か
な
人
間
性
を
育
む

む
ら
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
本
年
秋
の
開
館
に
向
け
た
新
総
合
体
育
館

の
準
備
に
万
全
を
期
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

令和４年４月号　４



を
通
じ
た
地
域
活
力
を
生
む
施
設
と
し
て
適

切
な
運
営
の
実
施

●
村
民
の
体
験
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等

を
通
じ
て
、
創
意
工
夫
し
た
学
習
機
会
の
確

保
の
実
施

●
旧
鶴
居
村
営
軌
道
の
北
海
道
遺
産
に
よ
る

価
値
な
ど
も
生
か
し
、
地
域
の
歴
史
的
な
魅

力
や
特
性
を
高
め
る
た
め
の
保
存
や
活
用
方

法
等
の
検
討

【
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
総
合
教
育
会
議
に
お
け
る
情
報
の
共
有
を

図
り
、
教
育
委
員
会
等
と
深
い
連
携
の
も
と

で
村
内
小
中
学
校
の
運
営
や
施
設
管
理
を
支

援●
特
別
支
援
員
等
の
配
置
や
村
外
の
特
別
支

援
学
校
小
中
学
部
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
就
学
を
支
援

●
高
等
教
育
に
よ
る
成
長
を
促
し
学
業
経
費

の
負
担
軽
減
を
図
る
高
等
学
校
等
人
材
育
成

支
援
事
業
や
教
育
資
金
利
子
補
給
を
実
施

●
老
朽
化
が
進
む
鶴
居
中
学
校
の
長
寿
命
化

や
施
設
拡
張
を
図
る
改
修
・
改
造
に
向
け
て
、

調
査
設
計
を
実
施

●
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
一
層
取
り
組
み
、
学
校

給
食
費
用
の
完
全
無
償
化
を
実
施

み
ん
な
で
歩
む
協
働
の

む
ら
づ
く
り

【
地
域
づ
く
り
・
地
域
間
交
流
の

　

推
進
に
つ
い
て
】

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
増
員
配
置
や
地

域
活
動
を
支
援
し
、
受
講
生
等
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
地
域
人
材
の
成
長
を
促
す
「
村
づ

く
り
塾
」
を
開
講

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
取
扱
い
業
務
を
は

じ
め
村
所
有
施
設
の
管
理
運
営
、
さ
ら
に
地

域
内
で
生
ず
る
需
要
な
ど
で
経
済
循
環
を
施

す
地
域
密
着
型
の
「（
仮
称
）
む
ら
づ
く
り

会
社
」
設
立
を
支
援

●
中
幌
呂
地
域
に
加
工
体
験
機
能
を
有
す
る

交
流
施
設
を
整
備
し
、
村
内
地
域
に
有
す
る

公
園
機
能
の
充
実

●
本
村
出
身
者
等
で
組
織
す
る
釧
路
鶴
居
会

や
本
州
在
住
鶴
居
会
、
札
幌
ふ
る
さ
と
鶴
居

会
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
活
動
を
支
援

【
広
報
、
広
聴
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て
】

●
村
政
懇
談
会
や
各
種
団
体
、
村
民
等
か
ら

の
意
見
を
聴
取
し
、
村
広
報
誌
の
充
実
や
一

新
し
た
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
な
ど
、
行
政
情
報
等
の
迅
速

な
提
供
の
実
施

【
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
】

●
国
や
北
海
道
と
十
分
な
連
携
を
図
り
、
多

様
化
し
た
行
政
事
務
や
村
民
要
望
等
に
対
応

す
る
た
め
、
職
員
の
研
修
派
遣
や
連
携
体
制

の
充
実
、
関
係
機
関
や
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
人
事
交
流
な
ど
、
組
織
力
の
向
上
や
職
員

の
育
成
確
保
の
実
施

●
各
公
共
施
設
等
の
適
正
な
管
理
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
努
め
、
役
場
庁
舎
の
機
能
改
善

や
延
命
化
を
図
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
新
た
な
保
健
相

談
室
の
設
置
、
換
気
設
備
や
暖
房
配
管
の
更

新
な
ど
、
庁
舎
全
体
の
改
修
工
事
の
着
手

●
利
用
形
態
の
多
様
化
や
設
備
の
老
朽
化
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
セ
ン
タ
ー
機
能

の
改
善
に
向
け
た
詳
細
調
査
を
実
施

●
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
行
政
経
営
の
意

識
を
高
め
な
が
ら
、
経
費
節
減
に
よ
る
事
務

事
業
の
執
行
や
村
税
を
は
じ
め
収
入
の
的
確

な
確
保
や
既
存
事
業
の
検
証
な
ど
を
進
め
、

財
政
基
盤
を
維
持

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
く
適
切
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
、
地

元
事
業
者
等
と
の
連
携
の
も
と
で
寄
付
者
の

善
意
に
感
謝
す
る
返
礼
品
の
充
実
や
商
品
開

発
等
の
実
施

　

結
び
に
、
私
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、「
つ
る
い
未
来
創
造
プ
ラ

ン
」
の
テ
ー
マ
で
示
す
「
協
働
に
よ
る
新
た

な
時
代
へ
の
挑
戦
」
の
気
概
を
持
ち
、
鶴
居

村
の
未
来
に
村
民
の
幸
せ
が
あ
る
こ
と
を
信

じ
て
臨
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失
敗
を
恐
れ
る
よ
り

も
、
何
も
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
ろ
」、
こ
の

格
言
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な

が
ら
成
長
し
た
本
田
技
研
工
業
の
創
始
者
本

田
宗
一
郎
氏
が
発
し
た
言
葉
で
す
。

　

何
か
を
待
っ
て
い
る
の
で
は
、
様
々
な
事

象
の
移
ろ
い
が
早
い
こ
の
時
代
に
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
や
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
が
長
ら
く
続
き
、

「
感
染
し
な
い
、
感
染
さ
せ
な
い
、
拡
大
さ

せ
な
い
」
こ
と
で
、
消
極
的
な
行
動
が
日
常

の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
が
鶴
居
村
に
は
、
こ
の
地
に

眠
る
先
人
・
先
達
の
方
々
が
築
き
上
げ
た
大

地
を
は
じ
め
酪
農
や
暮
ら
し
を
支
え
る
自
然

の
恵
み
、
そ
し
て
村
民
の
郷
土
愛
が
育
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
任
期
後
半
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
の
地
に
蓄
積
さ
れ
た
潜
在
力
を
引
き
出
し

な
が
ら
、
慎
重
さ
や
緻
密
さ
を
持
ち
続
け
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、
村
民
が
夢
や
希
望
を
抱
き
、

新
た
な
展
望
を
切
り
拓
く
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
が
、

依
然
と
し
て
社
会
全
体
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
社
会
の
急
激
な
変
化
と
相
ま
っ

て
、
一
段
と
先
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
時

代
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
供
た
ち
が
持
続
可
能
な

地
域
の
創
り
手
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
、
幸
福
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
教
育
の
果
た
す

役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る

中
で
、
社
会
教
育
に
は
、
誰
も
が
生
涯
に
わ

た
り
必
要
な
学
習
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
教
育
行
政
の
執

行
に
臨
む
基
本
姿
勢
を
２
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
鶴
居
村
総
合
計
画
に
掲
げ
る

「
鶴
居
村
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
豊
か
な

人
間
性
を
備
え
た
『
鶴
居
び
と
』」
を
育
て

る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
感
染
症
対
策
と
学
び
の
保
障

の
両
立
で
す
。
子
供
た
ち
や
村
民
の
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
き
め
細
か
な
感

染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
や
村

民
の
学
び
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
で
活
き
る
力
の
育
成

　

児
童
生
徒
に
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
む
た
め
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、
各
教
科
等
を
通
じ
て
「
知
識
・
技

能
」、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
」
を
育
成
し
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
心
の
育
成

【
主
な
施
策
】

●
多
様
な
価
値
観
に
接
す
る
中
で
自
他
の
違

い
を
認
め
合
え
る
人
間
力
の
育
成
を
目
指
し
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
「
豊
か
な

心
の
育
成
」
へ
の
取
り
組
み

●
学
校
が
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
生

徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の
充
実

確
か
な
学
力
の
定
着

【
主
な
施
策
】

●
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
に
向
け
た
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
図

り
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
状
況
や
学
力
の
定

着
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
科
指
導
等
の

充
実
・
改
善

●
村
内
５
校
の
英
語
の
授
業
で
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
使
用
す
る
な
ど
、「
情
報
活
用
能
力
」

の
育
成
に
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
を
推
進

●
道
教
委
の
事
業
を
活
用
し
て
、
中
学
校
の

教
師
に
よ
る
小
学
校
３
校
の
高
学
年
の
理
科

と
１
校
の
高
学
年
の
音
楽
を
教
科
担
任
制
で

実
施
し
、
教
科
指
導
の
専
門
性
向
上
と
小
学

校
と
中
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を
実
施
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
学
級
閉
鎖
や
児
童
生
徒
の
出
席
停

止
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
、
児
童
生
徒
の
健
康
観
察

や
学
習
を
支
援

健
や
か
な
体
の
育
成

【
主
な
施
策
】

●
運
動
の
楽
し
さ
や
健
康
の
保
持
、
体
力
の

向
上
な
ど
「
健
や
か
な
体
の
育
成
」
へ
の
取

り
組
み

●
鶴
居
村
教
育
研
究
所
と
連
携
し
て
、
体
育

の
授
業
改
善
や
体
力
向
上
の
取
組
を
推
進

●
感
染
予
防
の
た
め
の
「
保
健
管
理
」
を
、

子
供
た
ち
に
「
保
健
教
育
」
と
し
て
定
着
さ

せ
る
取
り
組
み

特
別
支
援
教
育
の
充
実

【
主
な
施
策
】

●
児
童
生
徒
の
障
が
い
に
応
じ
た
特
別
支
援

学
級
の
設
置
や
必
要
な
支
援
員
の
配
置
を
は

じ
め
、
教
材
・
教
具
の
確
保
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
な
ど
を
推
進

●
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
の
特
性
や
状
況

を
詳
細
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
学
校
全
体
で

指
導
し
て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
の
支
援

●
「
特
別
支
援
学
校
等
就
学
支
援
事
業
」
に

よ
り
、
村
外
の
特
別
支
援
学
校
の
小
中
学
部

に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
学
び
を
支
援

読
書
活
動
の
推
進

【
主
な
施
策
】

●
図
書
館
司
書
に
よ
る
本
の
選
定
や
各
図
書

館
の
蔵
書
の
整
備
を
進
め
、「
読
書
活
動
の

推
進
」
へ
の
取
り
組
み

●
学
校
図
書
館
の
図
書
標
準
の
達
成
、
計
画

的
な
図
書
の
更
新
、
新
聞
の
複
数
紙
配
備
な

ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
と
一
体
と
な
っ

て
学
校
図
書
館
の
計
画
的
整
備
が
進
む
よ
う

必
要
な
取
組
の
推
進

教
育
環
境
の
整
備

【
主
な
施
策
】

　

老
朽
化
が
進
む
鶴
居
中
学
校
の
校
舎
の
大

規
模
改
修
に
向
け
て
、
教
育
活
動
の
充
実
に

資
す
る
施
設
設
備
の
整
備
と
な
る
よ
う
実
施

設
計
を
実
施

ふ
る
さ
と
・
鶴
居
へ
の
誇
り

と
愛
着
の
醸
成

　

鶴
居
村
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
豊
か
な

令和４年度
教育行政執行方針

〜「
鶴
居
村
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、豊
か
な

人
間
性
を
備
え
た『
鶴
居
び
と
』」の
育
成
〜

〜
感
染
症
対
策
と
学
び
の
保
障
の
両
立
〜 鶴居村教育長　村上　明寛

令和４年４月号　６



人
間
性
を
備
え
た
「
鶴
居
び
と
」
を
育
て
る

た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
産
業
を
理
解
し
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

【
主
な
施
策
】

●
小
学
生
用
の
補
助
教
材
「
郷
土
読
本
つ
る

い
」
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
を
推
進

●
学
校
給
食
で
地
場
産
物
を
積
極
的
に
活
用

し
地
域
理
解
を
促
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」

の
充
実

●
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
学
校
段
階

を
越
え
て
活
用
し
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立

に
向
け
た
能
力
の
育
成
を
実
施

●
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
や
共
生
の
在
り
方
を
示

す
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴
居
モ
デ
ル
」
の
実
現
に

向
け
、
国
や
北
海
道
と
の
連
携
の
も
と
、
支

援
の
実
施

●
旧
鶴
居
村
営
軌
道
に
つ
い
て
、
貴
重
な
文

化
遺
産
と
し
て
の
保
存
や
活
用
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

地
域
に
立
脚
し
た
学
校
づ
く

り
の
推
進

　

学
校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
教
職
員
間
、
学
校
間
、
学
校
と
地
域
の

連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

制
度
」
や
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を

効
果
的
に
推
進
し
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
の

推
進
や
通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
、
地
域
全

体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
取
組

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
道
教
委
の
事
業
を
活
用
し
て
、
令

和
３
年
度
か
ら
鶴
居
中
学
校
を
中
核
校
と
し

て
村
内
５
校
が
相
互
に
連
携
し
て
、
学
習
指

導
の
充
実
や
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
の
包

括
的
な
学
校
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引

き
続
き
、
鶴
居
中
学
校
に
加
配
さ
れ
る
２
名

の
教
職
員
を
中
心
に
小
中
連
携
や
学
校
間
連

携
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
校
務
・
教

務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
各
校
に
「
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
備
を
継
続
し
、
各
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
各
校

の
事
務
職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
教
員
が
本
来
担
う
べ
き
業
務
に
専
念
で

き
る
よ
う
、
学
校
全
体
の
業
務
分
担
の
見
直

し
や
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

生
き
が
い
を
創
造
す
る
生
涯

学
習
の
推
進

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
村
民
の
皆

様
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
生

か
せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
内
関
係
団
体
と
連
携
し
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
促
進
し
ま
す
。

女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体
へ
の
支
援

【
主
な
施
策
】

●
鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
各
種
事

業
を
積
極
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
支
援
・

協
力
の
実
施

●
き
め
細
か
な
感
染
症
対
策
の
も
と
、
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
寿
大
学
の
支

援青
少
年
健
全
育
成

【
主
な
施
策
】

●
「
わ
ん
ぱ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

な
ど
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
や
創
造
性
を
大

切
に
し
た
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
み

●
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
優
れ
た
成
績
を

あ
げ
た
青
少
年
へ
の
表
彰
事
業
の
継
続
実
施

●
「
鶴
居
学
び
の
広
場
」
事
業
を
通
し
て
、

村
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
、
教
育
委
員

会
主
催
の
「
生
涯
学
習
講
座
」
に
よ
り
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供

●
兵
庫
県
市
川
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
中

学
生
派
遣
交
流
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
交
流

先
の
学
校
が
閉
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
継

続
事
業
と
し
て
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
す
る
赤
井
川
村
と
の
交
流
を
実

施心
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
も
た

ら
す
文
化
活
動
の
機
会
の
確

保
・
充
実

　

村
民
が
潤
い
と
豊
か
さ
に
満
ち
た
人
生
を

送
る
た
め
に
も
、
文
化
・
芸
術
が
日
常
生
活

の
中
で
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
本
村
の
芸
術
文
化
活
動
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
鶴
居
村
文
化
協
会
が
文

化
祭
を
は
じ
め
と
し
た
多
彩
な
活
動
を
充
実

で
き
る
よ
う
協
力
・
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
館
が
本
村
の
生
涯
学
習
の
中

核
的
役
割
を
果
た
す
た
め
、
図
書
館
機
能
の

充
実
に
取
り
組
み
、「
図
書
館
祭
り
」
な
ど

の
機
会
を
通
し
て
、
文
化
・
芸
術
の
情
報
提

供
を
進
め
る
と
と
も
に
、
作
品
の
展
示
な
ど

を
通
し
て
、
村
民
の
身
近
な
芸
術
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

心
身
の
健
康
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
機
会
の
確
保
・
充
実

　

心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、
明
る
く
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
う
え
で
、
ス

ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、

様
々
な
機
会
や
場
所
に
お
い
て
、
自
主
的
に

自
身
の
適
性
や
健
康
状
態
に
応
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

【
主
な
施
策
】

●
種
目
別
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
「
鶴
居
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
関
係
団
体
や
指
導

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催

総
合
体
育
館
の
建
設

【
主
な
施
策
】

●
新
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
、
本
年
10
月
の

開
館
を
目
指
し
、
設
備
・
備
品
の
整
備
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
た
管
理
運
営
、
利

用
料
金
な
ど
施
設
運
用
に
向
け
た
準
備
を
推

進●
開
館
後
に
は
村
民
や
来
村
者
に
安
心
し
て

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

や
体
力
向
上
の
た
め
の
事
業
の
準
備
を
促
進
。

●
社
会
教
育
全
般
に
か
か
わ
っ
て
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
や
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
子
供
た
ち
や
村
民
の
文

化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
の
確
保
も

含
め
、
社
会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次

期
「
鶴
居
村
社
会
教
育
中
期
計
画
」
の
策
定

を
念
頭
に
、
課
題
等
を
検
討

　

以
上
、
令
和
４
年
度
の
教
育
行
政
の
推
進

に
つ
い
て
、
主
要
な
施
策
を
中
心
に
具
体
の

取
組
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
・
鶴
居
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち

人
間
性
豊
か
な
「
鶴
居
び
と
」
を
育
成
し
、

地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
教
育
委

員
会
の
使
命
と
と
ら
え
、
教
育
委
員
会
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
並
び
に
議
会

議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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鶴居村は「ゼロカーボンシティ」の
実現を目指します
　鶴居村は持続可能なむらづくりを行うため、2050年までに二酸化炭素排出ゼロを目　鶴居村は持続可能なむらづくりを行うため、2050年までに二酸化炭素排出ゼロを目
指す「ゼロカーボンシティ宣言」を３月８日の第１回鶴居村議会定例会で行いました。指す「ゼロカーボンシティ宣言」を３月８日の第１回鶴居村議会定例会で行いました。
　本村ではすでに地中熱を活用した冷暖房を鶴居村子どもセンターで導入するなど、　本村ではすでに地中熱を活用した冷暖房を鶴居村子どもセンターで導入するなど、
ゼロカーボンシティに向けた先進的な取り組みを行っています。ゼロカーボンシティに向けた先進的な取り組みを行っています。
　今後もこうした取り組みを加速させ、様々な場面で実現に向け進めていきます。　今後もこうした取り組みを加速させ、様々な場面で実現に向け進めていきます。

「鶴居村ゼロカーボンシティ宣言」

　近年、世界各地で豪雨や猛暑などがもたらす
自然災害が頻発しており、その要因として地球
温暖化が指摘されています。
　2015年のパリ協定では、世界の平均気温上
昇を産業革命以前に比べて２℃未満とし、1.5℃
に抑える努力をすることが合意されました。
　また、国はこの目標を達成するため、2020
年に当時の菅総理は所信表明演説において、
「2050年までにカーボンニュートラル、脱炭素
社会の実現を目指す」ことを宣言しました。
　これまで本村は、家庭用太陽光発電設備や木
質系バイオマスを燃料とした暖房設備の導入助
成、公共施設への地中熱ボイラーの採用により、
再生可能エネルギーの活用を推進してきたほか、
二酸化炭素の吸収源である森林の整備を推進す
るなど、地球温暖化防止に取り組んできました。
　私たちの鶴居村には、釧路湿原やタンチョウ
など固有の美しい自然環境があります。この美
しい自然環境に恵まれたかけがえのない私たち
の故郷を未来に引き継いでいくためには、地球
温暖化問題は私たち人間の活動に起因している
ことを村民一人ひとりが認識するとともに、村
が一丸となって取り組む必要があります。
　本村は、今年度策定した第２次鶴居村環境基
本計画に基づき、省エネルギー対策や再生可能
エネルギーの活用など、あらゆる施策を展開し、
2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロと
する「ゼロカーボンシティ」の実現を目指します。



鶴
居
診
療
所　

瀨
川
敏
明
所
長　

退
任
の
ご
挨
拶

地
域
医
療
を
支
え
て
十
二
年
余

　

京
都
市
で
生
ま
れ
育
ち
四
十
歳
の
時
に

北
海
道
で
地
域
医
療
を
と
志
し
家
族
三
人

で
釧
路
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
道
東
の
公
立
病
院
や
厚
生
連
で

内
科
医
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
通
常
の
診
療
業
務
に
加

え
て
予
防
注
射
・
発
熱
外
来
・
健
診
業
務

な
ど
す
べ
て
を
こ
な
す
の
が
大
変
で
し
た
。

　

鶴
居
村
立
診
療
所
で
十
二
年
を
経
て
今

春
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
が
、
後
任
の

先
生
に
は
若
く
て
地
域
医
療
に
熱
意
の
あ

る
先
生
に
お
任
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
老
兵
は
死
な
ず
、
去
り
ゆ
く
の
み
」

　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
を
去
る
時
に
残

し
た
言
葉
で
す
。

４
月
か
ら
村
立
診
療
所
が
指
定
管
理
で
の
運
営
に
変
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
村
立
診
療
所
の
運
営
が
医
療
法
人
資
生
会
に
よ
る
指
定
管
理
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
資
生
会
は
養

生
邑
病
院
や
、
介
護
老
人
保
健
施
設
え
ん
れ
い
荘
を
運
営
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
も
受
託
し
て
お
り
、

鶴
居
村
の
医
療
・
介
護
を
熟
知
し
た
医
療
法
人
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
鶴
居
診
療
所
長
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

押
味
和
夫
で
す
。

　

鶴
居
村
の
人
た
ち
や
自
然
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
、
10
年
前
か
ら
村
に
住

ん
で
ま
す
。

　

診
療
所
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
患
者
第

一
、Patients, fi rst 

に
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
最
優
先
で
す
。
当
た
り

前
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

所
長
と
し
て
は
ち
と
歳
が
い
っ
て

ま
す
が
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

押味所長　経歴
1944年　　青森県で生まれ、福島県で育つ　77歳
1971年　　東京大学医学部卒業
1972年～　米国で内科インターン、レジデント
1974年～　自治医科大学アレルギー膠原病科
1980年～　東京女子医科大学血液内科、1992年 同教授
1994年～　順天堂大学医学部血液内科教授
2008年～　米国エーザイのボストン研究所で抗がん剤の開発に従事
2012年～　鶴居村に移住

令和４年４月１日以降の診療受付時間等は下記のとおりです
診療医師及び診療受付時間
曜日 午前 午後 診療受付時間
月曜日 押味医師 休診 ８：30～12：30　
火曜日 押味医師 森田医師 ８：30～12：30　13：30～16：00
水曜日 押味医師 森田医師 ８：30～12：30　13：30～16：00
木曜日 押味医師 森田医師 ８：30～12：30　13：30～16：00

金曜日
第１.３.５金曜日 上田医師 ９：50～12：30　13：30～16：00
第２.４金曜日 数馬医師 ８：30～12：30　13：30～16：00

土曜日 休　診　日
日曜日 休　診　日

９　令和４年４月号



　

村
内
の
小
学
校
中
学
校
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
参
加
者
を
最
小
限
に
抑

え
る
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
が
取
ら
れ
る
中
、
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
形
の
卒

業
式
の
な
か
に
、
卒
業
生
の
成
長
し
た
姿
と
そ
れ
を

見
守
る
保
護
者
や
先
生
方
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
あ

り
ま
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
卒
業
式

（
３
月
15
日
【
中
学
校
】、
18
日
【
小
学
校
】）

令和４年４月号　10

鶴
居
小
学
校

鶴
居
小
学
校

下
幌
呂
小
学
校

下
幌
呂
小
学
校

鶴
居
中
学
校

鶴
居
中
学
校

幌
呂
小
学
校

幌
呂
小
学
校

幌
呂
中
学
校

幌
呂
中
学
校



株式会社釧路厚生社様から
寄附を頂きました

　

３
月
１
日
、
創
業
50
周
年
を
記
念
し

て
、
釧
路
町
に
本
社
を
お
く
株
式
会
社

釧
路
厚
生
社
様
か
ら
現
金
50
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
本

村
に
お
い
て
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
管
理
業
務
や
医
療
廃
棄
物
・
産

業
廃
棄
物
処
理
業
務
を
委
託
し
て
お
り

村
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
事
業
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
村
勢
の
た
め
に

役
立
て
、
今
後
の
む
ら
づ
く
り
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

株式会社佐々木建設様から
寄附を頂きました

　

３
月
７
日
、
村
内
企
業
の
株
式
会
社

佐
々
木
建
設
様
よ
り
現
金
50
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
鶴
居
村
子
育
て
支
援
施
設

や
村
道
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
な
ど
の
村

有
施
設
の
建
設
村
道
の
整
備
を
請
負
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
ふ
る
さ
と
創
生

中
学
生
派
遣
事
業
に
充
て
ら
れ
、
令
和

４
年
度
か
ら
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
の
加
盟
町
村
で
あ
る
余
市
郡

赤
井
川
村
と
の
中
学
生
交
流
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
体
力

向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
道
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た
「
ど
さ
ん
子
元
気
ア
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
「
み
ん
な
で

ム
ー
ブ　

リ
ズ
ム
運
動
動
画
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
村
内
小
学
校
の

３
校
合
同
チ
ー
ム
が
審
査
員
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
村
上
教
育
長

が
各
小
学
校
で
表
彰
状
を
手
渡

し
、
受
賞
者
達
に
お
祝
い
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

「みんなでムーブ　リズム運動動画コンテスト」で審査員特別賞を受賞

▲鶴居小学校 ▲幌呂小学校

▲下幌呂小学校

11　令和４年４月号



令和４年４月号　12

　同じ学校名という縁から交流を重ねてきた「ふるさと創生中学生派遣交流事業」が、市川町立鶴居中
学校の閉校により、20年間の交流を終えました。
　市川町との交流は、平成12年度から始まり、市川町立鶴居中学校との交流をはじめ、姫路城・人と
防災未来センターの見学、屋形区地蔵盆の参加や地域の方々との交流など、子どもたちにとって貴重な
体験や経験をすることができました。
　新型コロナウイルスの影響により、市川町への訪問は叶いませんでしたが、令和４年２月４日（金）に
最後のオンライン（Zoom）交流を行い、岩見市川町長、山下教育長、楠田同窓会長の３名、村からは、
大石村長、長尾副村長、村上教育長が参加しました。
　岩見町長は、鶴居村の子どもたちの印象、交流時の思い出、20年間の交流に対しての感謝とお礼の
言葉をいただきました。
　大石村長からは、20年間の交流の受け入れや地域全体で盛大な歓迎をしていただいたことへの感謝
とお礼の言葉を述べて会を終えました。後日、市川町から長きにわたる交流の記念品として、両町村マ
スコットキャラクターが印刷されたフロアマットをいただき、役場庁舎入口に設置する予定となってお
りますので、役場にお越しになった際には、ぜひご覧ください。

２０年続いた兵庫県市川町との交流事業が閉幕

１　交流の始まり
　学校名が同じという縁から、村内の中学2年生を対象に、鶴居村ふるさと創生基金を活用して中学
生派遣交流事業が始まった。
２　目的
　他地域の文化や歴史の視察、伝統行事体験や地域の方々との交流を通して、これからの将来を展望
できる創造性豊かな人材を育成する。
３　交流実績
　・交流期間：平成１２年から令和３年まで（令和２～３年度は中止）
　・派遣人数（生徒）：５６４人
　・交流先　兵庫県市川町立鶴居中学校
　・視察先　人と防災未来センター、姫路城、屋形区地蔵盆、神戸市内、市川町内他



13　令和４年４月号

平成１２年　START

えばらの森　かぶとむしドーム 姫路城

屋形区地蔵盆

令和3年令和3年 FOREVERFOREVER

20年間本当にありがとうございました20年間本当にありがとうございました



保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

毎年４月２日は世界自閉症啓発デーです（４月２日～４月８日は発達障害啓発週間）
　2007年12月の国連総会において、全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みを進めるた
め、毎年４月２日を「世界自閉症啓発デー」とすることが決議されました。日本でも、毎年、世界
自閉症啓発デーの４月２日から８日までの1週間を「発達障害啓発週間」として、自閉症をはじめ
とする発達障害について広く啓発する活動が行われています。

発達障害って、なんだろう？
　発達障害は、広汎性発達障害（こうはんせいはったつしょうがい）、学習障害、注意欠陥多動性障害など、
脳機能の発達が関係する障害です。発達障がいのある人は他人との関係づくりやコミュニケーションな
どがとても苦手ですが、優れた能力が発揮されている場合もあり、周りから見てアンバランスな様子が
理解されにくく、また、その行動や態度は「自分勝手」「変わった人」「困った人」と誤解され、敬遠さ
れることも少なくありません。その原因が親のしつけや教育の問題ではなく、脳機能の発達の関係する
ものだと周囲の人が理解すれば、接し方も変わってくるのではないでしょうか。発達障がいの人たちが
個々の能力を伸ばし、社会の中で自立していくためには、子どものうちからの「気づき」と「適切なサ
ポート」、そして、発達障害に対する私たち一人ひとりの理解が必要です。

発達障がいのある方に接する時の配慮は？
　障害の種類や程度、年齢や性格によっても、特性の現れ方は違い、生活の中で困難なこと、苦手なこ
とも違います。そのため、一人一人の特徴に応じて配慮したり、支援したりしていくことが重要です。
ここでは配慮していただきたい基本的なポイントをいくつかご紹介します。
♦ほかの人が簡単にできることもうまくできないことがあります。努力している点やうまくいっている
点をほめたたうえで、できなかったところはどのようにすればもっとよくなるかを肯定的、具体的に
伝えます。
♦言葉だけでなく、目でみてわかる情報（写真や絵）を添えて説明すると理解しやすいと言われています。
また、あいまいな表現を理解するのが苦手なので、短い文で一つずつ順を追って、具体的に話をします。
♦人混みや大きな音、光などの刺激を苦手とする方が多くいます。不快感を大きくしないよう安心でき
る環境をつくってあげましょう。
♦暗黙の了解や社会のルールがわからないことがあります。いけないことや迷惑なことははっきりと伝
えます。ただ注意したり、叱るだけではどうしたらよいかわからないので、具体的な方法を伝えます。

　子どもが騒いだり、パニックを起こしたりしているとき、「なぜ親は叱らないんだ」と思う方もいら
っしゃると思います。しかし、発達障がいのある子の中には、少し時間をおき待ってあげることで、早
く混乱から抜け出せることもあります。周囲の方にこうした知識があるだけで、本人も家族も少し楽に
なれます。皆さんも、これを読んでいただいたことをきっかけに、自閉症をはじめとする発達障害につ
いての理解・知識を深めてみませんか？

参考： 内閣府大臣官房政府広報室　政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう」

　鶴居村では、障がいのあるお子さんや発達等が“気になる”お子さんを抱
える保護者の方たちが集い、互いに支え合いながら、成長し合う場として「お
ひさま親の会」を定期的に開催しています。子育てをしている中での「困り
感」や「悩み」など、日ごろ抱えている思いを一緒にお話しできる場です。
　令和４年度の開催日程については、今後広報やIP告知端末でお知らせする
予定です。初めてご参加される方は一度役場の保健師までご連絡ください。

鶴居村役場保健福祉課　保健師　０１５４―６４－２１１６

令和４年４月号　14



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第２回 鶴居村防火標語「大丈夫　火災報知器　何年目？」
令和３年度 全国統一防火標語「おうち時間 家族で点検 火の始末」

令和４年　春の火災予防運動の実施について
　消防では４月２０日（水）から３０日（土）まで、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火災の発生を未然に防ぐため、次の
ことについて注意し火災予防に努めましょう。

※鶴居村でも、毎年のように屋外でのゴミ焼きから火災が発生しています。
農林業を営むための焼却以外の野焼きは法律で禁止されていますので、屋外でのゴミ焼き・野焼きは
　しないようにしましょう。

消防キッズフェアについて
　消防キッズフェアについて、今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえながら開催の有
無を決定しますのでご理解願います。
　なお、開催が決まり次第、「広報つるい」やIP告知端末等でお知らせします。

全国統一防火標語
『おうち時間

家族で点検
火の始末』

住宅用火災警報器の点検を実施しましょう。
　住宅用火災警報器の設置が義務化されてから約１５年が経過しました。
　警報器の電池寿命は１０年が目安で、電池切れが原因で警報音が鳴らないこ
とがあります。
　また、警報器本体についても経年劣化や設置場所の環境（ホコリが多い場所など）
により正常に感知しないおそれがあります。万が一の際に作動しないことが無
いように定期的に作動確認をしましょう。
　※電池切れなど正常に作動しない警報器は、本体の交換をしてください。

鶴居村防火標語　『大丈夫　火災報知器　何年目？』

ご不明な点やご相談がありましたら鶴居消防署（☎６４－２３４４）までご連絡ください。

住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
４つの習慣・６つの対策

≪４つの習慣≫
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○コンセントは定期的に清掃し、不要なプラグは抜く。

≪６つの対策≫
○ストーブやガスこんろは安全装置の付いた機器を使用する。
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
つくる。
○防火防災訓練へ参加し、地域ぐるみの防火対策を行う。

15　令和４年４月号



議
会
情
報

第
１
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会

　

今
定
例
会
は
３
月
８
日
か
ら
11
日
、
15
日

の
会
期
５
日
間
で
開
か
れ
、
議
案
23
件
、
発

議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案

の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
４
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
）

議
案
第
５
号　

鶴
居
村
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
議
案
第
６
号　

鶴
居
村
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
７
号　

鶴
居
村
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
９
〜
10
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
13
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号
〜
19
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
20
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
21
号
〜
26
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

発
議
案
第
１
号　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

発
議
案
第
２
号　

燃
油
価
格
安
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
３
号　

地
域
に
お
け
る
医
療
提
供

体
制
へ
の
十
分
な
支
援
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

発
議
案
第
４
号　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議
に
つ
い

て
●
問
合
せ
先　

鶴
居
村
議
会
事
務
局　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
５
１
１

採
用
情
報

令
和
５
年
度
釧
路
管
内
町
村
職
員

採
用
資
格
試
験
（
大
学
卒
）

●
受
付
期
間　

令
和
４
年
４
月
15
日
（
金
）

か
ら
同
年
６
月
３
日
（
金
）
ま
で

　
（
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
６
月
３
日
付
け

の
消
印
ま
で
受
け
付
け
）

●
第
１
次
試
験
日　

令
和
４
年
７
月
10
日
（
日
）

●
試
験
会
場　

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
予
定

●
受
験
資
格　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
第
１
次
試
験
合
格
発
表　

令
和
４
年
８
月

８
日
（
月
）

●
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
試
験
日
程
や
試
験
場
所
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

釧
路
町
村
会

☎
０
１
５
４

－

43

－

０
６
４
９

注　
　

意

山
菜
取
り
に
よ
る
事
故
の
防
止

　

４
月
に
入
る
と
山
菜
を
求
め
て
入
山
す
る

方
が
増
え
、
山
で
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に
転

落
す
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
入
山

す
る
際
は
な
る
べ
く
複
数
で
、
家
族
に
行
き

先
を
伝
え
る
、
目
立
つ
色
の
服
を
着
用
す
る

他
、
携
帯
電
話
を
所
持
し
、
自
分
の
体
力
や

天
候
等
に
合
わ
せ
た
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●
問
合
せ
先

　

釧
路
警
察
署　

☎
23

－

０
１
１
０

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
初
夏
に
む
け
て
カ
ラ
ス
の
巣
作
り

が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で
は
電
柱
に
も
巣

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
巣
の
材
料
に
は
、
ハ
ン

ガ
ー
や
針
金
な
ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
金
属
が
電
線
に
触
れ
る
と
停

電
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
株
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
株
）
釧
路
支
店

☎
０
１
２
０

－

06

－

０
６
６
９

人
事
異
動

役
場
人
事
異
動

《
４
月
１
日
付
》（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

【
総
務
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
情
報
推
進
係
長

（
併
任
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記　

新
木
康
司

（
課
長
補
佐
兼
情
報
推
進
係
長（
併
任
）選
挙

管
理
委
員
会
書
記
）

▽
総
務
係
主
査
兼
情
報
推
進
係（
併
任
）選
挙

管
理
委
員
会
書
記　

佐
々
木
大
喜（
住
民
生

活
課
保
険
年
金
係
主
査
兼
税
務
係
）

▽
情
報
推
進
係
兼
管
財
係（
併
任
）選
挙
管
理

委
員
会
書
記　

長
岡
翼（
新
規
採
用
）

【
企
画
財
政
課
】

▽
む
ら
づ
く
り
推
進
係
主
査
兼
企
画
調
整
係

兼
財
政
係　

西
村
豪
祐（
北
海
道
研
修
派
遣
）

▽
企
画
調
整
係　

堀
尾
郁
希（
企
画
調
整
係

兼
む
ら
づ
く
り
推
進
係
）

【
住
民
生
活
課
】

▽
課
長　

高
岡
健
一
郎（
課
長
兼
保
険
年
金

係
長
）

▽
保
険
年
金
係
長　

松
井
香
奈
子（
総
務
課

総
務
係
長（
併
任
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

【
保
健
福
祉
課
】

▽
健
康
推
進
係　

松
本
健
太
郎（
村
立
鶴
居

令和４年４月号　16

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）
※令和４年２月末時点
　総人口　　　　　　2,488人（＋7）
　　男性　　　　　　1,248人（＋4）
　　女性　　　　　　1,240人（＋3）
　　うち外国人人口　　 34人（±0）
　世帯数　　　　　1,195世帯（±0）

死亡事故ゼロの日
　2,300日（２月末時点）

お誕生おめでとう！（２月届出分）
岩
いわ

井
い

悠
ゆう

莉
り

ちゃん 女の子 鶴居市街
関
せき

根
ね

咲
さく

和
と

くん  男の子 下幌呂



診
療
所
庶
務
係
）

【
産
業
振
興
課
】

▽
参
事　

澤
井
亨
欣（
北
海
道
よ
り
派
遣
）

▽
林
政
係
長　

黒
崎
浩
史（
環
境
省
北
海
道

地
方
環
境
事
務
所
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
出

向
か
ら
復
帰
）

▽
商
工
観
光
係　

小
玉
聖
亜
斗（
新
規
採
用
）

【
教
育
委
員
会
管
理
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係　

清
野
玲
子（
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
）

▽
総
務
係
兼
学
校
教
育
係
兼
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
兼
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
係　

菊

池
優
斗（
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
係
兼
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
兼
管
理
課
総
務
係
）

【
出
向
・
派
遣
】

▽
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

松
尾
昭

夫（
産
業
振
興
課
林
政
係
長
）

▽
環
境
省
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
釧
路
自

然
環
境
事
務
所
出
向　

古
川
徹（
総
務
課
情

報
推
進
係
兼
管
財
係
）

【
退
職
】

瀨
川
敏
明（
村
立
鶴
居
診
療
所
長
）

川
島
泰
文（
鶴
居
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

（
事
務
局
長
））

【
再
任
用
】

▽
総
務
課
主
任
専
門
員　

川
村
公
基（
新
規
）

▽
建
設
課
主
任
専
門
員　

山
本
晴
義（
継
続
）

　

教
職
員
等
人
事

《
転
任
・
退
任
》　
（　

）
内
は
新
任
校

【
鶴
居
小
学
校
】

鈴
木
京
典
教
諭
（
標
茶
町
立
標
茶
小
学
校
）

稲
村
怜
奈
教
諭
（
浜
中
町
立
茶
内
小
学
校
）

中
野
彩
加
栄
養
教
諭
（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈

中
学
校
）

門
馬
由
香
期
限
付
教
諭
（
釧
路
市
立
昭
和
小

学
校
）

【
幌
呂
小
学
校
】

水
澤
好
克
校
長
（
標
茶
町
立
虹
別
中
学
校
）

佐
久
間
研
教
頭
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

【
下
幌
呂
小
学
校
】

土
居
慎
也
校
長
（
釧
路
市
立
桜
が
丘
小
学
校
）

石
川
良
和
教
諭
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

明
見
英
里
香
教
諭
（
釧
路
市
立
芦
野
小
学
校
）

谷
口
雅
美
教
諭
（
鶴
居
村
立
鶴
居
小
学
校
）

【
鶴
居
中
学
校
】

小
杉
山
有
生
教
諭
（
標
茶
町
立
虹
別
中
学
校
）

工
藤
愛
弥
期
限
付
教
諭
（
網
走
市
立
第
四
中

学
校
）

鈴
木
加
奈
事
務
職
員
（
育
休
等
）

【
幌
呂
中
学
校
】

千
田
充
教
頭
（
標
茶
町
立
中
茶
安
別
中
学
校
）

永
田
美
和
教
諭
（
釧
路
市
立
青
陵
中
学
校
）

木
ノ
内
賢
治
教
諭
（
釧
路
市
立
幣
舞
中
学
校
）

村
山
惠
子
養
護
教
諭
（
任
期
満
了
）

野
澤
弘
平
事
務
職
員
（
厚
岸
町
立
太
田
小
学

校
）

《
着
任
》　
（　

）
内
は
前
任
校

【
鶴
居
小
学
校
】

谷
口
雅
美
教
諭
（
鶴
居
村
立
下
幌
呂
小
学
校
）

吉
田
笑
利
期
限
付
栄
養
教
諭
（
千
歳
市
立
信

濃
小
学
校
）

駒
谷
朋
美
期
限
付
教
諭
（
釧
路
町
立
遠
矢
小

学
校
）

【
幌
呂
小
学
校
】

佐
久
間
研
校
長
（
鶴
居
村
立
幌
呂
小
学
校
）

櫻
井
順
教
頭
（
釧
路
市
立
鶴
野
小
学
校
）

石
川
良
和
教
諭
（
鶴
居
村
立
下
幌
呂
小
学
校
）

【
下
幌
呂
小
学
校
】

長
谷
川
順
子
校
長
（
釧
路
教
育
局
）

柿
沼
香
緒
里
教
諭
（
釧
路
町
立
知
方
学
小
学

校
）

石
井
桃
子
教
諭
（
厚
岸
町
立
太
田
小
学
校
）

石
川
朋
弘
教
諭
（
釧
路
市
立
東
雲
小
学
校
）

大
島
健
教
諭
（
標
茶
町
立
沼
幌
小
学
校
）

柴
田
悠
二
教
諭
（
弟
子
屈
町
立
川
湯
小
学
校
）

【
鶴
居
中
学
校
】

大
八
木
数
馬
期
限
付
教
諭
（
新
採
用
）

板
久
美
子
期
限
付
事
務
職
員
（
新
採
用
）

【
幌
呂
中
学
校
】

島
田
桂
子
教
頭
（
釧
路
市
立
景
雲
中
学
校
）

　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合　
　
　
　
　
　

　

鶴
居
消
防
署
職
員
人
事

【
昇
格
・
異
動
】（　

）
内
は
異
動
前
の
課

名
・
職
名

▽
鶴
居
消
防
署
長（
兼
）警
防
管
理
課
長　

加

藤
博
由（
警
防
管
理
課
長
）

▽
消
防
司
令　

予
防
救
急
課
長
補
佐（
兼
）救

急
救
助
係
長　

池
邉
智
史（
消
防
司
令
補

予
防
救
急
課
救
急
救
助
係
長
）

▽
消
防
司
令
補　

警
防
管
理
課
警
防
係
主
査

　

石
井
圭（
消
防
士
長　

警
防
管
理
課
警
防

係
主
任
）

▽
警
防
管
理
課
総
務
係　

渋
谷
瑛
一（
警
防

管
理
課
警
防
係
）

▽
消
防
士　

予
防
救
急
課
予
防
広
報
係　

金

岩
鷹
哉（
新
採
用
）

【
退
職
】

▽
川
村
公
基（
鶴
居
消
防
署
長
）

「
村
長
へ
の
手
紙
」
の
回
答
に
つ
い
て

手
紙
の
内
容

　

牛
乳
が
余
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
発

展
途
上
国
や
戦
争
で
子
供
た
ち
が
食
べ
物

に
困
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
所
に
、
チ
ー

ズ
・
バ
タ
ー
・
ミ
ル
ク
を
色
々
な
形
で
届

け
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

村
の
回
答

　

村
で
は
、
昨
年
12
月
に
低
迷
す
る
牛
乳

消
費
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
全
村
民
に
牛

乳
・
乳
製
品
購
入
券
を
配
布
し
、
そ
の
利

用
率
が
90
％
を
超
え
る
実
績
と
な
る
な
ど
、

村
民
皆
様
の
積
極
的
な
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
飲
用
牛
乳
の
消
費
や

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
加
工
品
の
余
剰
状
況
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
、
生
産
者
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
は

脱
脂
粉
乳
な
ど
の
加
工
品
に
つ
い
て
農
業

用
飼
料
へ
の
転
換
促
進
に
加
え
、
海
外
へ

の
輸
出
な
ど
で
在
庫
の
削
減
を
図
る
動
き

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
と
し
て
も
農
協
や
関
係
団
体
な
ど

と
情
報
共
有
し
、
今
後
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

17　令和４年４月号

 凍原社３月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

三
月
や
潦
ま
で
光
り
だ
す

三
月
や
賑
わ
い
を
り
ぬ
写
真
館

三
月
の
そ
そ
ぐ
日
差
し
に
ま
ぶ
た
と
じ

三
月
の
墨
絵
の
森
に
雪
白
し

三
月
や
空
の
重
さ
も
治
ま
り
ぬ

見
え
ず
と
も
見
守
ら
れ
早
や
三
月
来

雛
祭
終
え
て
背
に
受
く
陽
の
強
さ



新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介している本は3/30（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……４月の休館日は4/26（火）です。４月の休館日は4/26（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD３点、VTR２点、DVD１点まで）

館内利用について
新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい
たします。また、発熱がある等、体調不良
の方はご利用をお控えいただきますようお
願いいたします。

怪物 なかよくなれるかな

牧野富太郎 ねこいる！

てぬキッチン　著
　炒めないチンジャオロー
ス、生クリーム不要のクリー
ムチーズカルボナーラ、調
味料2つだけの鶏むね肉の
南蛮漬け…。簡単だけど、
ちゃんと美味しくて満足で
きる、レンジ調理&フライ
パン調理のレシピを紹介す
る。

今井福子　作
いつか　絵

　小学校の飼育小屋にいる
ウサギのチュロに会いたい
と思っている1年生のれな。
でも、いつも怒鳴ったり、
怒ったりしている飼育係の
6年生のお兄さんがこわく
て、会いに行けない。友だ
ちになれるといいね、とマ
マは言うけれど…。

横山充男　著
　研究に打ち込むとてつも
ない情熱。「もっと知りたい」
という探求心。わかるまで
調べるあきらめない気持ち。
西欧の百年遅れといわれた
日本の植物学を推し進める
行動力…。植物の神様とい
われた牧野富太郎の人物伝。

たなかひかる　著
　ねこがいるか、いないか。
ただ、それだけ ! パン、リ
コーダー、跳び箱。いない
と思ったところにも、ねこ
はいて…。ナンセンスな展
開と言葉の繰り返しが、子
どもたちの笑いのツボを刺
激する楽しい絵本。

東山彰良　著
　広東省上空で撃墜された
台湾空軍の偵察機に乗って
いた叔父をモデルにした小
説で、高い評価を受けた台
北出身の作家・柏山。故郷
に凱旋した彼は、同行した
編集者と関係を持ち…。

吉野万理子　著
　高校2年生の広夢と瑠衣
はそれぞれに悩みを抱えて
いた。しかし社会科教師・
高桑のブログを読むうち、
階段に魅了されていく。あ
る日、高桑から「京都駅大
階段駈け上り大会」の存在
を教えられ…。

もっと！魔法のてぬきごはん 階段ランナー

書
い

いい
不良

や消
たします。また、発熱がある等

鶴居

はご利用をお控えいただきますようお

館内利用について
ナウイルス感染予防のため、図
さと情報館をご利用の方は手洗
マスク着用等のご協力をお願い

等、体調

刊案内 鶴

よ

新刊
新型コロ
館・ふる
消毒、
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鶴居 タンチョウ 検索

櫻　井　真　弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205 鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

「タンチョウの餌づくりプロジェクト」だったかもしれない話
　「タンチョウと共生するむらづくり推進会議」の「地域住民のかかわり部会」では、タンチョウ保護
の歴史や、村民とタンチョウとの関わりについての記録を残そうと、聞き取り調査を始めました。金沢
大学の菊地准教授に講師として来村していただいたり、調査員同士で意見交換をしたりと、より良い形
でタンチョウ保護の歴史を残し伝えていこうという思いで、調査を進めています。

　11月にお話を伺った雪裡原野の久保田豊市さんは、北海道の給餌人として長年タンチョウ保護のため
の給餌を続けています。給餌を始めた当時の苦労話もありましたが、苦労を苦労と言わない久保田さん。
楽しそうに懐かしそうに当時を振り返る人柄に、鶴居村への郷土愛とタンチョウへの温かな想いを感じ
ました。

　久保田さんのお話の中で、給餌を依頼されるきっかけにもなった出来事として、グリーンパークの北
側、久保田さんの敷地の南側に接する場所で、鶴居中学校の生徒さんがデントコーンを作っていたとい
う話をお聞きしました。時期は昭和40年代中頃、期間は２年間くらいですが、中学生の皆さんが通って
きて、畑でデントコーンを作っていたとのこと。収穫したデントコーンは、もぎ取ってその場に放置さ
れ、タンチョウも食べていたとのことです。何故その場所で中学生がテントコーンを作っていたのかは、
分からないそうです。そして、中学生がその畑でデントコーンを作るのをやめたタイミングで、鶴居村
教育委員会の人から給餌を依頼されたとのことでした。

　タンチョウコミュニティが「タンチョウの餌づくりプロジェクト」を立ち上げたのは、平成20年度。
当時、我が家の子達が、下幌呂小学校に通っていたこともあり、その活動を見守る中で、なんて斬新な
取り組みなんだろうと思っていました。ですが、もし40年も前に、タンチョウのために中学生がデント
コーンを作っていたとしたら…！？
　タンチョウの餌づくりは、我が家の子達にとって、他の地域にはない特別な活動ということもあり、
鶴居村で過ごした子供時代を象徴する良い思い出になっているようです。グリーンパークの北側でデン
トコーンを作っていた中学生は、もしかしたらタンチョウの餌づくりの先駆者かもしれない。とすると、
いったい当時の中学生がどんな思いで作業をしていたのだろうか？　昭和40年代の中学生と平成の子ど
もたちの、タンチョウへの想いの違いなども垣間見ることができるのでは？　など興味が尽きません。

　現在、65才くらいかなと思われる当時の中学生に、ぜひともお話を聞いてみたいのです。広報をご覧
になっている方で、グリーンパークの北側でデントコーンを作っていた、元鶴居中学校の生徒さんはい
ませんか？　また、デントコーンを作ることになったいきさつなど、当時の詳細を知っている方はいま
せんか？　情報提供など、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ（64-2620）の櫻井まで、連絡を下さい。
タンチョウ保護の歴史を紐解く聞き取り調査に、ぜひ、ご協力をお願いいたします。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 327
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鶴
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係

〒
085－1203

阿
寒
郡
鶴
居
村
鶴
居
西
1丁
目
1番
地
　
☎
0154-64-2112/Fax64-2577　

http://w
w
w
.vill.tsurui.lg.jp/［

eメ
ー
ル
］tancho@

vill.tsurui.lg.jp

今月号の表紙

寄　付
釧路市新野41番11
株式会社釧路厚生社
代表取締役社長　福田　雅嘉　様
　　村勢の振興発展のため　　　　500,000円

鶴居村鶴居西８丁目９番地
株式会社佐々木建設
代表取締役　佐々木　泰三　様
　　ふるさと創生中学生派遣事業のため
　　　　　　　　　　　　　　　　500,000円

ふるさと納税（２月分）　
　　163件　1,857,000円

４月のイベント

フェイスブックツイッターインスタグラム ユーチューブ

編集後記
　何かとドタバタしてしまう3月が終わり、あっという間に新たな年度の始まりです。
　令和４年４月は何より成人年齢が 20歳から18歳に引き下げらたのが一番の話題ですね。飲酒や
喫煙等は変わらず20歳になってからですが、携帯電話の契約やクレジットカードの作成が18歳から
出来るようになりました。自分の考えで色々なことが出来るのと同時に様々な責任がついてきます。困っ
たり悩んだときは周りの大人と相談してから決めましょう（F）

記

日時：４月６日（水曜日）10：00～

鶴居保育園入園式

場所：子どもセンターこすもす

―――――――――――――――――

日時：４月７日（木曜日）

村内各小・中学校入学式

場所：各小・中学校

―――――――――――――――――

日時：４月12日（火曜日）６：30～

特定健診・がん検診

場所：幌呂農村環境改善センター

―――――――――――――――――

日時：４月13日（水曜日）６：30～

特定健診・がん検診

場所：幌呂農村環境改善センター

―――――――――――――――――

日時：４月14日（木曜日）６：30～

特定健診・がん検診

場所：総合センター

―――――――――――――――――

日時：４月15日（金曜日）６：30～

特定健診・がん検診

場所：総合センター

―――――――――――――――――

日時：４月16日（土曜日）６：30～

特定健診・がん検診

場所：総合センター

　むらの話題で紹介した「みんなでムーブ リズム運動
動画コンテスト」で審査員特別賞を受賞した動画内 1
コマです。元気いっぱいな子どもたちの姿は、村公式
YouTube に掲載されています。

地域おこし協力隊の活動はこちらから


